
1

EPLAN Harness proD 2024 の新機能
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カスタム既定パス
プロジェクト ファイルの既定のディレクトリをカスタマイズできるようになりました。
これはセットアップ中、もしくは EPLAN Harness proD の設定で行うことができます。
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EPLAN Cloud
EPLAN Harness proD を起動するときに、EPLAN IDのサインインが必要になりました。
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EPLAN プラットフォームの統合
EPLAN LPM ライブラリで新しいプロパティおよび部品を使用できるようになりました。
これらの機能強化により、EPLAN プラットフォーム プロジェクトと EPLAN Harness proD をよりシームレス
に同期できます。
※SQL serverが必須となります。
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EPLAN プラットフォームの統合
EPLAN Harness proD Studio では、EPLAN プラットフォーム プロジェクトのプロパティをロードして表示で
きるようになりました。これらは読み取り専用で表示されますが、ケーブル図面表示構成と数式エディター、
図面ヘッダーで使用できます。
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ケーブル トレイ
ケーブル トレイという新しいタイプのオーガナイザーを使用できるようになりました。
ケーブル トレイは、複数のバンドルを個々のマシン間または大規模な設備でルーティングするときに便利
です。
※現時点では、ケーブル トレイは仮想のみで、EPLAN Harness proD Library で部品として登録することはできません。
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EPLAN インポート パネル
3D マクロが搭載されたワイヤ端子を EPLAN インポート パネルから配置できるようになりました。
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ガイド部品シンボルの寸法点
ガイド部品の 2D シンボルにカスタム寸法点を使用できるようになりました。このような寸法点は、EPLAN 
Harness proD Library の 2D ウィンドウに追加したり、EPLAN Harness proD Studio ネイルボード ドキュ
メントで使用したりできます。
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